
二
月
七
日
、
エ
デ
ュ
カ
ス

東
京
地
下
会
議
室
で
東
京
都

本
部
第
一
四
回
委
員
会
が
行

わ
れ
、
四
万
円
の
賃
上
げ
を

は
じ
め
と
す
る
都
本
部
統
一

要
求
、
闘
う
態
勢
、
具
体
的

行
動
な
ど
〇
九
春
闘
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
中
間

決
算
・
監
査
報
告
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
江
文
副
委
員
長

の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議

長
に
三
多
摩
支
部
山
下
さ
ん

と
北
部
支
部
井
川
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
松

田
委
員
長
か
ら
一
〇
〇
年
に

一
度
の
恐
慌
と
も
い
え
る
現

下
の
政
治
・
経
済
情
勢
に
つ

い
て
約
三
〇
分
報
告
が
あ
り
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

て
〇
九
春
闘
を
闘
い
ぬ
く
決

意
を
込
め
た
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
岩
山
書
記
長
が
、

一
号
議
案
と
し
て
昨
年
定
期

大
会
以
降
の
活
動
報
告
、
二

号
議
案
と
し
て
昨
年
一
二
月

一
四
日
に
行
わ
れ
た
〇
九
春

闘
討
論
集
会
で
提
案
し
た
〇

九
春
闘
方
針
を
補
強
し
た
第

二
次
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

石
川
書
記
次
長
が
中
間
決

算
報
告
、
内
野
会
計
監
査
が

監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

討
論
に
先
立
ち
江
文
副
委

員
長
か
ら
三
月
一
日
に
ト
ラ
ッ

ク
部
会
が
労
使
共
同
で
行
う

運
輸
関
係
の
経
営
環
境
・
労

働
環
境
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
説
明
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
一
六
人
が
発
言

し
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
と

闘
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。議

案
採
決
の
後
、
争
議
団

・
新
組
合
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

〇
八
年
末
カ
ン
パ
が
争
議
団

の
う
ち
で
裁
判
・
労
働
委
員

会
等
第
三
者
機
関
の
場
で
も

闘
っ
て
い
る
全
動
労
、
京
王

新
労
組
、
や
ま
て
の
各
争
議

団
に
カ
ン
パ
が
送
ら
れ
委
員

会
は
終
了
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
役
員
・
委
員
・
傍
聴
合

わ
せ
て
六
八
名
で
し
た
。
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か
っ
て
「
国
富

論
」
の
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
は

「
市
場
原
理
」

と
い
う
神
の
見

え
ざ
る
手
が
自

由
な
資
本
主
義

を
正
し
く
発
展
さ
せ
る
と

の
た
も
う
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
２
３
０
年
、
相

次
ぐ
恐
慌
で
や
ぶ
れ
か
ぶ

れ
に
な
っ
た
資
本
主
義
は

「
新
自
由
主
義
」
と
い
う

市
場
原
理
至
上
主
義
で
構

造
改
革(

規
制
緩
和=

資
本

家
の
や
り
た
い
放
題)

を

強
行
し
ま
し
た
▼
し
か
し

市
場
原
理
の
ら
ち
外
に
お

か
れ
た
の
が
私
た
ち
労
働

者
の
賃
金
と
農
産
物
の
価

格
で
す
。
前
者
は
労
使
の

交
渉
で
決
め
ら
れ
る
市
場

原
理
が
ぶ
ち
壊
さ
れ
派
遣

法
な
ど
の
労
働
法
改
悪
で

生
存
権
す
ら
危
な
く
す
る

雇
用
破
壊
を
し
て
き
ま
し

た
。
後
者(

農
民)

は
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
農

産
物
の
自
由
化
で
ま
と
も

な
生
活
も
成
り
立
た
な
い

惨
状
で
す
▼
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
を
信
奉
す
る
な
ら

「
リ
ス
ク
の
固
ま
り
の
債

権
」
を
証
券
市
場
で
の
さ

ば
ら
せ
る
の
を
や
め
て
、

憲
法
２
７
条
で
保
障
さ
れ

た
労
働
者
の
働
く
権
利
と
、

農
民
の
生
活
を
保
障
す
る

農
業
政
策
こ
そ
緊
急
に
求

め
ら
れ
る
不
況
対
策
で
す
。

こ
れ
を
追
求
す
る
建
交
労

の
春
闘
、
団
結
し
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
木

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

今
が
労
働
組
合
の
出
番

恒
例
の
東
京
都
本
部
新
春
旗

開
き
が
一
月
一
七
日
、
東
京
ト

ラ
ッ
ク
健
保
会
館
六
階
大
会
議

室
で
盛
大
に
行
わ
れ
来
賓
・
出

演
者
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
一
〇

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
来
賓
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
建
設
首
都
圏
共

闘
会
議
上
間
事
務
局
長
、
東
京

地
評
伊
藤
議
長
、
首
都
圏
交
運

共
闘
大
島
議
長
、
日
本
共
産
党

植
木
都
議
会
議
員
・
日
本
共
産

党
都
委
員
会
池
田
常
任
委
員
、

そ
し
て
建
交
労
佐
藤
委
員
長
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
主

催
者
の
計
ら
い
で
楽
し
い
文
化

行
事
「
玉
す
だ
れ
」
の
技
・
技

・
技
。
飛
び
入
り
で
わ
ら
び
座

の
踊
り
と
歌
が
加
わ
り
ま
し
た
。

「
参
加
者
が
た
く
さ
ん
居
れ
ば

も
っ
と
楽
し
い
ね
！
」
の
感
想

も
出
て
い
ま
し
た
。

上の写真は挨拶する松田

委員長

左の写真は争議団です。

左からやまて、京王新労

組、鉄道の各仲間です。

参
加
者
が
多
け
れ
ば
も
っ
と
楽
し
い
ね
！

〇
九
新
春
旗
開
き

文
化
行
事
に

お
楽
し
み
抽
選
会
と
盛
り
だ
く
さ
ん 熱演に拍手喝さい 習志野南京玉すだれの

会を主宰しているご夫婦です

右

わ
ら
び
座
の
み
な
さ
ん

上

来
賓
の
ご
挨
拶

２月７日
第１４回委員会

４万円賃上げ
０９春闘方針決定



【
片
山
組
分
会

広
川
陽

子
発
】
お
正
月
の
二
日
、

「
行
け
ば
、
何
か
手
伝
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

と
思
い
た
ち
、
お
に
ぎ
り
、

ゆ
で
た
ま
ご
、
み
か
ん
を
持
っ

て
日
比
谷
公
園
の
派
遣
村
に

到
着
。
受
付
で
差
し
入
れ
を

渡
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
の

バ
ン
ダ
ナ
と
手
袋
を
受
け
取

り
、
宿
泊
用
の
テ
ン
ト
の
前

で
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

混
じ
っ
て
、
ね
ぎ
、
に
ん
じ

ん
な
ど
の
野
菜
を
洗
っ
て
、

炊
き
出
し
の
準
備
を
す
る
。

派
遣
切
り
な
ど
で
、
職
と

食
べ
物
と
住
居
を
失
っ
た
労

働
者
は
、
二
千
人
、
三
千
人

と
増
え
、
シ
ェ
フ
は
不
眠
不

休
で
食
事
の
用
意
を
し
て
い

た
。聴

診
器
を
掛
け
て
テ
ン
ト

を
往
診
す
る
医
師
や
看
護
師
。

美
容
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

前
に
は
散
髪
を
希
望
す
る
長

い
列
。
全
国
の
農
民
か
ら
は

米
二
ト
ン
、
野
菜
、
果
物
が

寄
せ
ら
れ
、
う
ず
高
く
積
ま

れ
て
い
た
。

年
末
、
年
始
の
六
日
間
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
知
り
全
国

か
ら
や
っ
て
き
た
労
働
者
は

約
五
百
人
、
直
接
支
え
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
千
七
百
人
、

募
金
四
千
三
百
万
円
。
残
っ

た
お
金
は
「
派
遣
村
活
動
基

金
」
と
し
て
、
全
国
の
「
派

遣
切
り
」
に
あ
っ
た
労
働
者

ら
の
支
援
に
あ
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。

今
回
の
派
遣
村
開
設
は
、

い
ろ
い
ろ
な
労
働
組
合
や
市

民
団
体
が
協
力
し
て
実
現
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
「
派
遣

切
り
」
の
実
態
が
マ
ス
コ
ミ

で
報
道
さ
れ
、
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
番
責
任
を
負
う
べ
き

当
の
輸
出
大
企
業
の
「
非
正

規
切
り
」
は
続
き
、
厚
労
省

の
調
査
で
は
、
三
月
ま
で
に

一
二
万
五
千
人
が
失
職
す
る
、

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
派

遣
・
請
負
業
界
は
三
月
ま
で

に
四
〇
万
人
が
失
職
す
る
と

推
計
。

人
間
ら
し
く
生
き
、
働
く

た
め
に
、
労
働
組
合
の
役
割

が
い
よ
い
よ
増
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
体
験
で
し
た
。

片
山
組
分
会
機
関
紙
（
ク

ラ
ン
プ
）
よ
り

一
月
三
〇
日
、
主
婦
会
館

プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
、
じ
ん
肺

新
春
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

全
国
で
じ
ん
肺
根
絶
の
為
、

裁
判
闘
争
中
の
西
日
本
石
炭

じ
ん
肺
、
首
都
圏
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
、
建
交
労
の
ト
ン
ネ

ル
じ
ん
肺
原
告
団
な
ど
他
、

複
数
の
原
告
団
、
弁
護
団
が

参
加
し
、
闘
い
を
交
流
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
昨
年
の
中
央
メ
ー

デ
ー
で
署
名
活
動
の
支
援
を

都
本
部
と
し
て
行
っ
た
リ
ゾ
ー

ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
旧
エ

タ
ニ
ッ
ト
パ
イ
プ
）
の
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
代
表
と
し
て

香
川
県
本
部
の
合
田
委
員
長

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
、
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
お
話
し
を
伺
っ
た
所
、

会
社
側
が
原
告
と
和
解
に
向

け
て
解
決
す
る
方
向
に
方
針

転
換
し
九
〇
％
程
の
確
率
で

解
決
し
そ
う
だ
と
の
事
で
し

た
。正

式
に
和
解
が
成
立
す
る

ま
で
手
綱
を
緩
め
ず
、
引
き

続
き
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
女
性
部
事
務
局
長

横

山
恭
子
発
】
一
月
三
一
日
東

京
労
働
会
館
に
お
い
て
、
第

九
回
東
京
女
性
部
定
期
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら

の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
〇

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

広
川
（
片
山
組
）
、
高
橋
恵

理
子
（
東
部
江
東
一
般
）
議

長
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
酒
井
女
性
部
長
の
挨
拶

の
後
、
角
田
中
央
本
部
女
性

部
長
が
派
遣
村
に
援
助
に
入
っ

た
事
な
ど
パ
ワ
ー
あ
る
話
、

都
本
部
か
ら
石
川
書
記
次
長

が
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
横
山
事
務
局
長
か
ら
活

動
報
告
、
方
針
の
提
案
が
あ

り
「
今
年
は
女
性
部
一
歩
、

二
歩
、
三
歩
前
に
出
る
活
動

を
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
休
憩
の
後
、
参
加
者
か

ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
一
族
会
社
で
キ
ム
ジ
ョ
ン

イ
ル
体
制
の
よ
う
な
会
社
で
、

組
合
に
入
る
こ
と
で
い
や
が

ら
せ
を
は
ね
返
し
た
」
（
東

部
江
東
一
般
）
「
今
ま
で
公

園
の
中
に
道
具
な
ど
置
け
た

の
に
、
置
い
て
は
い
け
な
い

事
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う

し
よ
う
か
話
し
合
っ
て
い
く
」

（
大
森
分
会
）
「
野
球
場
の

工
事
現
場
に
な
っ
て
邪
魔
に

な
ら
な
い
様
に
仕
事
を
し
て

い
る
」
（
池
袋
分
会
）
、

「
7
月
に
は
65
歳
定
年
に
な

る
、
会
社
は
移
転
の
予
定
だ

が
と
て
も
不
便
な
所
だ
」

（
教
宣
文
化
社
分
会
）
「
組

合
発
足
20
年
に
な
る
、
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
50
近
く
集
め
て

い
る
、
分
会
ニ
ュ
ー
ス
も
全

員
に
渡
し
て
い
る
」
（
片
山

組
分
会
）
、
そ
の
後
議
案
、

特
別
決
議
案
、
大
会
宣
言
、

新
役
員
の
承
認
が
さ
れ
閉
会

し
ま
し
た
。

【
渋
谷
分
会

漆
原
進
発
】

二
月
一
日
（
日
）
こ
の
集
会

の
始
ま
り
は
老
人
医
療
費
有

料
化
審
議
に
反
対
し
、
抗
議

の
集
会
と
し
て
一
九
八
二
年

二
月
一
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
集
会
後
に
国
会

や
厚
労
省
に
要
請
や
抗
議
の

デ
モ
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が

今
回
は
休
日
の
た
め
全
労
連

会
館
の
集
会
で
し
た
。

午
前
の
講
演
は
東
北
大
学

の
日
野
秀
逸
先
生
の
講
演
で

「
高
齢
者
に
と
っ
て
の
健
康

・
医
療
・
介
護
の
危
機
的
状

況
と
打
開
の
方
向
」
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
泉
内
閣
の
元
で
自
己
責

任
論
の
悪
政
が
行
わ
れ
、
国

民
は
苦
し
い
状
況
に
追
い
こ

ま
れ
て
き
た
が
、
反
対
運
動

が
旺
盛
に
展
開
さ
れ
て
き
て

い
る
。
参
議
院
で
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
が
決

定
さ
れ
て
い
る
し
衆
議
院
で

反
対
が
多
数
に
な
れ
ば
一
年

足
ら
ず
で
廃
止
に
追
い
込
む

情
勢
で
あ
り
ま
す
。
医
師
養

成
も
四
半
世
紀
ぶ
り
の
増
加

や
、
い
く
つ
か
の
権
利
の
延

長
、
そ
の
他
制
度
の
獲
得
を

し
て
き
て
い
る
。
運
動
の
基

本
は
憲
法
九
条
と
二
五
条
を

柱
に
す
え
、
平
和
と
社
会
福

祉
の
充
実
を
め
ざ
し
内
需
拡

大
に
つ
な
が
る
高
い
内
容
の

計
画
を
持
っ
て
運
動
し
よ
う

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
講
演
は
福
祉

大
学
の
矢
部
広
明
先
生
の
講

演
で
「
介
護
保
険
『
改
正
』

に
ど
う
と
り
く
む
か
」
と
題

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
介
護
の
現
場
が
大
変
な

劣
悪
の
状
態
で
働
き
、
介
護

さ
れ
て
来
て
い
る
か
を
細
か

く
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
介
護
従
事
者

の
現
場
は
ど
う
か
、
介
護
従

事
者
の
た
め
に
「
二
万
円
ア
ッ

プ
」
と
宣
伝
さ
れ
ま
し
た
が

正
規
職
員
八
〇
万
人
対
象
で

二
〇
〇
万
人
の
非
常
勤
を
含

め
る
と
一
人
五
万
円
以
上
の

引
き
上
げ
が
必
要
と
い
わ
れ

ま
す
。

介
護
福
祉
士
国
家
取
得
者

は
四
七
万
人
い
て
も
実
際
の

従
事
者
は
二
七
万
人
で
、
こ

の
仕
事
が
好
き
で
も
家
庭
を

持
つ
こ
と
が
出
来
な
い
。
離

職
率
三
割
と
「
貧
困
」
の
職

場
で
す
。

介
護
保
険
で
日
本
の
介
護

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

介
護
を
必
要
と
す
る
認
定
者

四
七
四
万
人
で
す
。

相
変
わ
ら
ず
家
族
が
必
死
の

介
護

主
な
介
護
者
＝
同
居

家
族
六
〇
％

老
々
介
護
が
進
行
＝
介
護
者

の
六
割
は
六
〇
歳
以
上
、
七

〇
歳
以
上
は
三
割

介
護
者
全
体
の
二
割
以
上

「
ほ
と
ん
ど
終
日
」
＝
介
護

者
の
六
割
以
上
は
「
悩
み
、

ス
ト
レ
ス
」
そ
し
て
高
齢
者

虐
待
増
加
「
虐
待
者
の
介
護

疲
れ
」
と
深
刻
で
す
。

上
が
り
続
け
る
介
護
保
険
料

二
〇
〇
二
年
度
全
国
平
均
二

九
一
一
円
／
月
が
二
〇
一
一

年
度
同
四
二
七
〇
円
／
月
と

五
割
近
い
値
上
げ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

昼
食
後
の
眠
い
時
期
も
先

生
の
迫
力
あ
る
話
と
小
話
を

ま
じ
え
て
の
話
で
ひ
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

「
キ
ュ
ー
バ
は
医
療
費
教
育

費
が
無
料
で
あ
る
が
麻
生
内

閣
の
急
場
『
き
ゅ
ー
ば
』
し

の
ぎ
の
予
算
で
は
解
決
に
な

ら
な
い
」
愉
快
で
元
気
の
出

る
講
演
で
し
た
。

２００９年２月９日 (毎月１回刊／第２月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第９０４号 (２)

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

２月２８日 第１回女性部委員会

３月 １日 トラックパレード

３月 ４日 春闘統一要求書第一次回答指定日

３月 ５日 建交労３・５中央行動

３月 ６日 東京港総行動

３月 ７日 第４回都本部執行委員会

葛飾分会定期大会

３月１１日 春闘統一要求書第２次回答指定日

３月１２日 ０９春闘ストを含む全国統一行動

３月１３日 重税反対全国統一行動

中央執行委員会

３月１４日 中央執行委員会

３月１８日 春闘統一要求書第３次回答指定日

３月２５日 春闘統一要求書第４次回答指定日

第
九
回
女
性
部
大
会

一
歩
、
二
歩
、
三
歩

と
前
に
出
る
活
動
を

派遣村湯浅村長の訴えに耳を傾ける村民やボラ
ンティアと報道陣

写真上 角田中央
女性部長のご挨拶

写真下 東京都本
部女性部のみなさ
ん

高
齢
者
合
唱
団
の
演
奏

「
年
越
し
派
遣
村
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

じ
ん
肺
根
絶

新
春
の
つ
ど
い

元
気
で
愉
快
な

高
齢
者
中
央
決
起
集
会


